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１． 研究開発成果 

事後報告書（下URL）参照 

https://www.amed.go.jp/content/000065847.pdf 
 
２． 総合評価 

• 優れている。 
 

【評価コメント】 
 本課題は、圧電素子を用いた微粒子作成技術であるFDDテクノロジーを経気道治療用医薬

品の製剤設計に応用し、既存薬剤の経気道投与を可能にしようとする新規性のある取り組み

である。さらに、動物モデルでの薬効確認も実施し、実用性が期待できるとともに汎用性の

高い新たな基盤技術の創出につながる可能性を示したことは評価できる。 
 今回は、一薬剤での可能性を示したが、得られた知見をもとに、他の薬剤での応用性、品

質評価方法、安全性評価方法なども検討を深めるともに、実用化に向けて企業と連携して検

証を続けて頂きたい。 
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